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いしがき教育の日

令和８年

２月１日

日

石垣市民会館 大ホール

１ アトラクション（登野城小学校）
２ 開会
３ 主催者あいさつ 教育長 﨑山 晃
４ 表彰式
５ 激励のことば 石垣市長 中山 義隆
６ 受賞者代表のことば
７ 上映 「小学校～それは小さな社会～」
８ 閉会

主催 石垣市教育委員会・いしがき教育の日推進委員会・石垣市学力向上推進委員会

子どもたちの学力向上と健全な心の育成を考える
～ うふぴぃとぅ たかぴぃとぅゆ なりたぼーり ～

趣旨
市民が教育に関心と理解を深め、子どもたちの教育について考える日として定めた

「いしがき教育の日」にちなみ、学校、家庭及び地域住民その他関係者が教育におけ
るそれぞれの役割と責任を自覚し、子どもたちの学力向上と健全な心の育成について
再考する機会とする。

14：30～16：45
（ 開場 14：00 ）



石垣市教育委員会 教育長
石垣市学力向上推進委員会 委員長
﨑 山 晃

本日ここに、「いしがき教育の日」を開催するにあたり、主催者を代表してご挨拶を申し上げます。
「いしがき教育の日」は、市民一人ひとりが教育に関心を持ち、それぞれの立場で教育に参加し、
行動していく機運を高めることを目的としております。平成20年の制定以来、本市では教育に関する
活動を多角的に推進してまいりました。
本日は、教育功労者の皆様への表彰と、映画の上映を予定しております。表彰式では、いしがき
教育の日表彰規程に基づき、これまで本市の教育に顕著な貢献をされた皆様への表彰を行います。
学校教育、社会教育、文化や善行の分野において、長年にわたり市民の模範として尽力された皆
様の献身的な取り組みに、深く敬意を表するとともに、心から感謝を申し上げます。
さて、本日は教育講演会に代わりまして、ドキュメンタリー映画「小学校～それは小さな社会～」を上
映いたします。この映画は、小学校という場所が、単に知識を学ぶ場であるだけでなく、子どもたちが
他者と出会い、葛藤し、共に生きる術を学ぶ「一つの小さな社会」であることを鮮明に映し出していま
す。スクリーンに映る子どもたちの姿を通して、皆様に問いかけたいと思います。「この『小さな社会』の
中で、子どもたちが自分らしく、健やかに育つために、教育はどうあるべきか」。そして、「私たち大人は、
この社会をどう支え、伴走していくべきか」。本日の上映が、皆様と共にこれからの教育を考える貴重
な機会となれば幸いです。
現在、国際化や情報化、少子高齢化といった急激な社会の変化が進んでおります。こうした中、
本市教育委員会では「第4期石垣市教育大綱」に掲げた「一人ひとりの個性を尊重し、国際性、人
間性豊かな人材の育成を目指す教育の推進」を目標としております。具体的には、「勇気づけの教
育」を核とし、子どもたちが「問い」を持って主体的に学ぶ授業の実践や、多様な人との協働を通して、
自立・自律した学習者を育成することに注力しております。また、ICT教育の充実や個別最適な学び
の実現を通じ、新しい時代を切り拓く資質や能力を確実に育んでまいります。
子どもたちの生きる力を伸ばすためには、行政、学校、家庭、そして地域が手を取り合い、一体と
なって教育環境を整えていくことが不可欠です。引き続き、皆様お一人お一人の深いご理解と温か
いご協力を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、教育を支援する輪が全市民に広がることを願うとともに、本日ご参加の皆様のご健勝とご
活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

「いしがき教育の日」ポータルサイトご案内（掲載内容）

○石垣市教育委員会 研究指定校
◆石垣市立石垣中学校
探究心を持ち、自分の考えを表現できる生徒の育成

◆石垣市立新川小学校
自立した学習者の育成

◆石垣市立八島小学校
自分で考え、仲間と学び合い、共に高め合う八島っ子の育成



被表彰者名
（推薦者）

功績概要

すながわ ひろこ

砂川 ヒロ子
（八島小学校長）

平成25年度より「天川茶論会」を通じ、昔遊びや郷土料理作りなど、地
域の高齢者と児童が交流する機会を提供しています。また、週2回の交通
安全見守りやあいさつ運動を継続して実施し、児童の安心・安全な登校環
境の確保とともに、地域と学校の絆を深める活動に貢献しています。

中二組
ハーリー委員会
（真喜良小学校長）

平成20年度より、6年生を対象としたハーリー体験や漁業に関する講話を
継続して実施しています。マグロの解体ショーや魚さばき体験、昼食の提供
など多彩なプログラムを通じ、児童が地域の産業や文化を学ぶキャリア教
育の場を提供し、地域に根差した教育活動に多大な貢献をしています。

真喜良小学校
ふぁーまー委員会
（真喜良小学校長）

平成13年度より四半世紀にわたり、朝の読み聞かせ活動や広報誌の発
行を通じて、読書習慣の定着と家庭・学校間の連携強化に取り組んでい
ます。また、リサイクルバザーやベルマーク活動の収益で図書を寄贈するな
ど、児童の豊かな心の育成と教育環境の充実に尽力しています。

みやぎ ともかず

宮城 智一
（登野城小学校長）

過去5年間にわたり、学校田における稲作指導に尽力しています。田植え
から収穫までの一連の工程を丁寧に指導し、児童が自然の恵みや食の大
切さを学ぶ機会を創出しています。教科横断的な学びを深めるとともに、地
域農家や保護者と連携し、学校と地域を結ぶ架け橋としての役割を果たし
ています。

真栄里伝統芸能保存会
（真栄里公民館長）

獅子舞、棒術、旗頭などの伝統芸能を次世代に継承するため、25年に
わたり指導・普及活動を行っています。豊年祭や地域の各種イベントでの演
舞披露を通じて地域コミュニティの活性化を図るとともに、若年層への技術
指導により青少年の健全育成と文化意識の向上に貢献しています。

くろいし たかこ

黒石 髙子
（大浜中学校長）

大浜中学校郷土芸能部の舞踊外部指導者として、11年にわたり生徒の
指導にあたっています。熱心な指導により県代表として3度の全国大会出
場や次年度の出場決定など輝かしい実績に導きました。地域の伝統芸能
継承を通じて、青少年の健全育成と郷土愛の醸成に大きく貢献しています。

おおしま かつひろ

大島 克博
（大浜中学校長）

大浜中学校郷土芸能部の地謡外部指導者として、8年にわたり生徒の
育成に携わっています。卓越した技能による指導で、県代表として数度の
全国大会出場へ導くなど高い功績を残しています。子どもたちへの伝統芸
能の継承に情熱を注ぎ、青少年の健全育成に尽力しています。

はとま ちかお

鳩間 智佳男
（平真小学校長）

27年の長きにわたり、平真小学校6年生男子への「獅子舞・棒術」に伴う
鳴り物（横笛・太鼓等）の指導を行っています。学習発表会に向けた夜間
練習の指導や当日のサポートを献身的に行い、児童が地域伝統芸能の
継承者としての自覚と誇りを持つ教育活動に大きく貢献しています。

もとむら ひろし

本村 洋司
（平真小学校長）

27年の長きにわたり、平真小学校6年生男子への「棒術」指導の中心的
な役割を担っています。9種類ある棒の型の技術指導に加え、着付け等の
サポートまで献身的に行い、児童への伝統文化の継承と郷土愛の醸成に
努め、学校教育の充実に多大な貢献をしています。

表彰規程第3条（園児及び児童生徒の推薦）

大浜中学校郷土芸能部
（大浜中学校長）

部員35名が一丸となり、地域の伝統文化継承に熱心に取り組んでいま
す。地域行事への出演や介護施設訪問などの活動を年間を通じて行い、
地域ぐるみの教育活動を実践しています。その成果として通算4度の全国
大会出場を果たすなど、他の生徒の模範となる役割を果たしています。

教育功労者表彰受賞者名簿 (表彰彰規程第2条・家庭及び地域関係者の推薦）




